
3 節　技術研究

放送技術研究所は，08年に新しい中長期計画と

なるNHK技研ビジョン“YOU”を策定し，08年

の技研公開で公表した。「感じる」と「つなが

る」で目指す新しい放送に向けた研究開発のアプ

ローチを示すとともに，11年の完全デジタル化の

実現に貢献し，次なる放送への飛躍，新しい放送

文化の創造と環境にやさしく安心・安全な社会の

構築に技研が貢献していくことを公表した。

NHK技研ビジョン“YOU”で目指す新しい放

送の実現に向け，「高質感・空間再現メディアの

実現」「ユースフル・ユニバーサルサービスの実

現」「高度コンテンツ制作環境の実現」の 3 つを

研究の柱とし，共同研究，研究アドバイザー・客

員研究員の委嘱など外部との連携を積極的に図り

ながら研究を推進した。研究成果は，NHKの業

務に活用するとともに，特許権などの外部への実

施許諾や技術協力による技術移転を行い，成果還

元に努めた。

さらに，機関誌，国内外の学会・講演会や新聞

などに，研究成果を公表するとともに，ホームペ

ージやDVDで，広く国内外へ情報発信を進めた。

高質感・空間再現メディアの実現
従来の見る・聴くのテレビジョンから，あたか

も自分がその世界の中にいるような質感・臨場

感・現実感を体感できる未来の放送としての「高

質感・空間再現メディア」の実現を目指した研究

を進めている。これを実現するため，映像・音響

の研究や符号化，伝送方式の研究，国際標準化，

さらには人間科学やデバイスなどの基盤研究を進

めている。

1 ．スーパーハイビジョンの研究

スーパーハイビジョン（SHV）の方式，カメ

ラ，表示，映像符号化，衛星伝送について進展が

得られた。

方式については，SHVの映像方式決定に必要

な知見を得るために，超高精細映像と視覚特性の

関係を調べる研究を継続した。

カメラについては，赤，緑，青の各色チャンネ

ルとも 1 画面当たり7,680画素×4,320画素の解像

度を有するSHVフル解像度カメラの実現に向け

て，3,300万画素 3 板式カラー動画撮像実験を進

めた。

表示については，二重変調により黒をより暗く

再現する広ダイナミックレンジ・プロジェクター

において，人間の視覚特性を利用し，第 2変調部

の輝度用素子のみを3,300万画素にすることでフ

ル解像度の画質を表示するとともに，動画表示へ

の対応を進めた。

AVC／H.264映像符号化については，プリフィ

ルターによるノイズ低減や画面分割処理による分

割境界での不連続の低減などによる画質改善を行

った。

衛星伝送については，12GHz帯衛星を用いて

SHV伝送を行う方式として高度衛星デジタル放

送伝送方式の検討を進めたほか，同時に複数の

SHV番組を放送することができる21GHz帯を利

用した広帯域衛星伝送方式の検討を進めた。

SHVの標準化については，ITU-RやSMPTEを

中心として技術的な寄与を行った。

2 ．立体テレビの研究

メガネが不要で自然な立体画像が得られる立体

テレビの実現を目指して，インテグラル立体テレ

ビ（IP立体）の研究を継続し，立体像の再生奥行

き位置を任意に制御する映像処理手法を開発し

た。

3 ．高臨場感音響システム研究

SHVの家庭導入のため，22.2マルチチャンネル

音響を，臨場感を保ちながら少ないスピーカー数

で再生するための信号処理の研究を進めた。

音響デバイスの研究としては，SHV用音響の

家庭導入やフレキシブルディスプレイへの応用を

目指し，設置条件や形状の制約を受けない薄型で

フレキシブルなスピーカーの研究を進めるととも

に，周囲雑音下での番組制作や，SHV用収音装

置への応用を目的として，後方の感度抑圧に優れ

た狭指向性マイクロホンの研究を進めた。

SHV用22.2マルチチャンネル音響の標準化につ

いては，ITU-R，SMPTE，MPEGに対して技術

的な寄与を行った。

また，オーケストラ演奏などコンサートホール

の音場を別の会場に伝送・再現する高品質ライブ

音場再現システムの研究では，09年 1 月に東京オ

ペラシティーコンサートホールで行われた東京フ

ィルハーモニー交響楽団の演奏会で実験を行っ

た。

新たな観点から音響システムを評価することを

目的として，音と感動の関係を解明する研究を継

続した。
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4 ．高質感・空間再現メディアの実現のた
めの基礎技術の研究

家庭用SHVディスプレイの実現を目指して，

プラズマディスプレイ（PDP）のパネル製作技

術，低電圧保護膜材料，パネル駆動方式などに関

する要素技術の研究を進めた。

また，自発光型の冷陰極ディスプレイ（FED:

Field Emission Display）や無機エレクトロルミ

ネッセントディスプレイ（無機EL）に用いる電

子線励起および電界励起用蛍光体の研究を進め

た。

大容量・高速記録の研究については，微小な磁

性体の磁化を高速に制御できるスピン注入磁化反

転技術と磁気光学効果を組み合わせた高精細・高

速なスピン注入空間光変調器の研究や，ホログラ

ム記録における多重記録方式，波面補償方式など

の研究を継続した。

ユースフル・ユニバーサルサービスの実現
さまざまなメディアの連携，視聴者と放送局の

連携，視聴者相互の連携により，視聴者の要望や

視聴環境にいつでもどこでも適応するための研究

を進めている。お年寄りから子どもにまでやさし

いインターフェースを提供する技術，視聴者間の

コミュニティー形成を手助けする技術，信頼や安

心の基盤を支える情報セキュリティ技術，視聴者

の満足度を向上する技術，およびこれらの技術を

使ってサービスを提供するシステムを研究開発

し，ユースフル・ユニバーサルサービスの実現を

目指した研究を進めている。

1 ．放送とメディアの連携のための研究

11年以降にデジタル放送用として新たに利用可

能となる12GHz帯衛星放送による新しいサービス

の実現に向け，高度衛星デジタル放送の伝送方式，

IPパケットの多重方式，高速ダウンロードサービ

ス，新データ放送の研究を進めるとともに電波産

業会（以下，ARIB）やITU-Rの審議に寄与した。

11年 7 月24日に予定されている地上テレビジョ

ン放送の完全デジタル化への移行を円滑に進める

ための，放送波中継用補償器の実用化対応や家庭

用受信機向け干渉除去技術の検証を行った。

地上デジタル放送のワンセグの電波の一部を使

って緊急地震速報を伝送し，受信端末に素早く表

示させるための技術方式の検討を進めるとともに

自動警告機能付きの目覚まし時計を試作した。

アナログテレビ放送終了後のVHF帯 1 ～ 3 チ

ャンネルを使用した携帯端末向けの新たな放送の

検討を進め，情報通信審議会放送システム委員会

が公募した「携帯端末向けマルチメディア放送に

関する技術方式」について，ラジオ民放社などと

17社共同で放送方式の提案を行った。

さらに，地上放送においても，次世代大容量コ

ンテンツのサービスを実現するため，現行の地上

デジタル放送方式であるISDB-Tの特長を継承し

つつ，いっそうの進化，発展をさせた新たな地上

デジタル放送方式の研究開発に着手した。

IP放送システムの研究については，受信端末の

中継によりインターネットで効率的な番組配信を

実現するオーバーレイネットワークを用いた番組

配信システムの検討を進めた。

2 ．人とメディアの連携のための研究

番組に対する嗜好や加齢・障害による受容能力

の違い，視聴端末の解像度などの視聴環境の違い

などに適応し，受信側で放送コンテンツを変換し

て提示する視聴環境適応型放送サービスAdapTV

の実現に向け研究開発を進めた。将来のJavaデ

ータ放送を基盤としたサービス実現に向け，

Javaデータ放送受信システムの開発およびその

上で動作するアプリケーションの試作を行った。

いつでも，どこでもコンテンツを楽しむために，

薄くて軽く柔軟でかつ高画質なディスプレイの実

現に向け，有機EL，フィルム液晶，およびそれ

らを駆動する有機薄膜トランジスター（TFT）

の研究を継続した。

言語バリアフリーのための言語処理として，気

象災害ニュースの日英自動翻訳の研究や翻訳者の

作業を支援する「翻訳パレット」システムの開発

を進めた。

視覚に障害のある人にもデジタル放送でサービ

スされる多様な情報を享受できる環境を提供する

ための情報バリアフリー端末と，解説放送番組の

充実に向けた研究を進めた。

将来のユニバーサル・超高臨場感放送システム

の実現を目指した基礎研究として， 3 次元形状，

手触り感などを触覚などの多感覚で伝える提示技

術の研究を進めた。

背景音に妨害されて高齢者には聞き取りにくく

なっているセリフやナレーションを聞きやすくし

たり，視覚障害者が聴覚で情報を取得する際の支

援技術の研究を進めた。

聴覚障害者や高齢者のための字幕放送の拡充

と，コンテンツ検索等に有効なメタデータの効率
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的な抽出を目指して，音声認識の研究を進めた。

だれもが簡単に映像資源を利用できる仕組みの

実現を目指して，映像内容を説明するデータ（メ

タデータ）を抽出し，これに基づいてコンテンツ

を活用する技術の研究開発を進めた。

3 ．視聴者相互の連携のための研究

一般のユーザーがブログ感覚で簡単にテレビ番

組を制作し，公開・視聴できるインターネットテ

レビシステムの研究開発を進めた。

ネット世代の接触率向上を目的に，放送番組を

起点とした新しいネットサービスを提供する情報

還流システムの研究開発を行うとともに，視聴者

から寄せられる番組への反響を素早く分析する評

判分析技術の研究を進めた。

高度コンテンツ制作環境の実現
最高品質で魅力的なコンテンツを制作するた

め，また安心・安全を確保する緊急報道をどこか

らでも確実に視聴者に届けるための研究を進めて

いる。さらに，優れた番組が視聴者をひきつける

要因を分析し，新たなコンテンツ制作手法を考案

するための基礎研究を進めている。

1 ．高度制作ネットワークの研究

ネットワークで接続されている制作リソースを

自動的に組み合わせて，個々の編集者の制作環境

をどこにでも構築することができる分散型放送局

システムの研究を進めた。

光ファイバーによる長距離中継伝送の特性改善

を目指して，光ファイバー伝送路で発生する波長

分散と非線形歪みによる伝送特性を光送信器側の

ルックアップテーブルで予め補償する手法を検討

した。

2 ．次世代コンテンツ制作システムの研究

映像制作や立体テレビへの応用を目的に，さま

ざまな方向から被写体を見ることができる映像技

術の研究を進めた。

近年，ドラマなどでより高品質な合成映像を効

率よく制作することが求められていることから，

映像の入力から処理までの高度化やスタジオ制作

の効率化を目指した映像合成技術の研究を始め

た。

ロボットカメラについては，スタジオ撮影にお

ける移動ロボットカメラの運用性の向上や屋外撮

影での被写体の自動追尾技術の研究を進めた。

放送用の原稿を自動的に音声に変換する自動音

声放送や，目の不自由な人のためにテレビの地震

情報の文字スーパーやデータ放送の文字を読み上

げるサービスの実現に向けて，高品質な音声合成

の研究を進めた。

光の 3原色それぞれに感度を持つ有機光電変換

膜と，光電変換膜で生成された電荷を読み出す透

明な回路とを交互に積層することでカメラの飛躍

的な小型化が期待される有機単板カラー撮像デバ

イスの研究において， 3原色のうち 2色に感度を

持つ基礎実験用デバイスを試作し，カラー撮像が

可能なことを実証した。

夜間緊急報道などに不可欠な小型超高感度ハイ

ビジョンカメラを目指して，冷陰極HARP撮像板

の開発を継続した。

肉眼では捉えられない一瞬の現象を捉える超高

速度カメラについては，撮影記録可能なコマ数を

2 倍にすることでさまざまな現象が撮影できるよ

うにした。

シリコン単結晶から製作される小型堅牢なシリ

コンマイクの研究では，運用性向上のため，外部

バイアス電源を不要とする技術開発に着手した。

膨大なコンテンツの効率的かつ安定な保存のた

めに，磁気テープの高速再生技術，光ディスクの

高速化技術と大容量化技術の研究を進めた。

非圧縮ハイビジョン信号を記録可能な小型磁気

ディスクの実現を目指し，垂直磁気ディスク媒体

と磁気ヘッドの研究を継続した｡

番組が視聴者に与える心理的影響を客観的に分

析することを目的とした視聴者心理状態計測法の

研究において，画面への注意と脳活動の測定結果

との関係を調べるとともに，多人数の視線を一度

に効率的に収集する測定装置の開発を行った。

3 ．機動的報道システムの研究

スタジオ用ハイビジョンカメラの無線化を目標

に，ミリ波モバイルカメラの開発を進め，08年12

月の『NHK紅白歌合戦』に使用された。

800MHz帯FPUの高効率化，高信頼化のため，

市街地でのMIMO（Multi-Input Multi-Output）

伝送実験の結果を踏まえ，見通し環境での伝送特

性を改善する技術の検討を行った。

煙や霧の中など通常のカメラでは撮影できない

物体を，電波を利用して撮影する電波テレビカメ

ラの研究を進めている。カメラのフレーム周期の

短縮を目的に，周波数走査アンテナと反射鏡で構

成される受信アンテナについて，ビーム走査技術

の検討を進めた。
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外部との連携

1．放送技術研究委員会

08年度は， 2回開催し，外部の学識経験者から

なる委員の方からご意見をいただいた。（表 1）

表 1 放送技術研究委員会（2009年 3 月現在）
◎委員長　○副委員長

2 ．研究アドバイザー

外部の放送技術に関係する分野の識者を研究ア

ドバイザーに委嘱し，研究の方向性などについて

の助言をいただいた。（表 2）

08年は， 8回のアドバイザー会議を開催し，研

究アドバイザー，客員研究員の方々からご意見を

いただいた。

3 ．客員研究員

外部の放送技術に関係する専門分野の研究者を

客員研究員として委嘱し，特定の分野について研

究指導をいただいた。（表 3）

表 2 研究アドバイザー（2009年 3 月現在）

表 3 客員研究員（2009年 3 月現在）

4 ．外部連携

（1）共同研究
08年度に実施した外部との共同研究は，システ

ム開発から材料，基礎分野に至るまで総数54件で

あった。

（2）委託研究の受託
国や公的機関からの委託研究を受託した。総務

省，文部科学省，経済産業省，NICT，NEDOな

どから「800MHz帯映像素材中継用移動通信シス
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相澤　清晴

秋葉　重幸

安藤　　真

大石　進一

奥　　英之

小沢　慎治

工藤　俊一郎

小林　直人

笹瀬　　巌

長谷山　美紀

伊東　　晋

花澤　　驪

松島　裕一

村岡　裕明

横井　亮介

東京大学大学院
情報学環教授

東京工業大学大学院 理工学研究科
電気電子工学専攻教授

早稲田大学 理工学術院
基幹理工学部 教授

総務省 情報流通行政局
放送技術課 課長

愛知工科大学 工学部
情報メディア学科 教授

譖日本民間放送連盟 常務理事

貎独産業技術総合研究所 理事

慶応義塾大学
理工学部情報工学科 教授

北海道大学大学院
情報科学研究科 教授

日本電信電話譁
取締役研究企画部門長

譁KDDI研究所 代表取締役所長

東京理科大学 理工学部
電気電子情報工学科 教授

貎独情報通信研究機構 理事

東北大学 電気通信研究所 教授

譁フジテレビジョン 取締役副社長

○

◎

安藤　恒也

今井　秀樹

内田　龍男

大賀　壽郎

上村　　洸

鈴木　陽一

橘　　邦英

辻井　潤一

中村　慶久

東京工業大学大学院 理工学研究科 教
授

貎独産業技術総合研究所 情報セキュリテ
ィ研究センター センター長

東北大学大学院 工学研究科 教授

伊福部　達 東京大学 先端科学技術研究センター
教授

芝浦工業大学 名誉教授

東京理科大学 特別顧問

東北大学 電気通信研究所 教授

京都大学大学院 工学研究科 教授

高畑　文雄 早稲田大学 理工学術院　基幹理工学部
情報理工学科 教授

東京大学大学院 情報理工学系研究科
教授

貎独科学技術振興機構 イノベーションプ
ラザ宮城 館長

羽鳥　光俊 中央大学 理工学部 電気電子情報通信
工学科 教授

原島　　博

板東　武彦

古井　貞煕

吉川　明彦

横尾　邦義

Francis 
Rumsey

東京大学大学院 情報学環・学際情報学
府 教授

新潟大学 名誉教授

東京工業大学大学院 情報理工学研究科
教授

千葉大学大学院 工学研究科 教授

東北大学 電気通信研究所 名誉教授

Surrey大学 教授

伊藤　公一

江藤　剛治

大槻　知明

甲籐　二郎

小林　哲則

塩入　　諭

重野　　寛

佐藤　洋一

関根　　聡

谷口　高士

花岡　悟一郎

千葉大学大学院 工学研究科 教授

近畿大学 理工学部 社会環境工学科 教授

慶應義塾大学 理工学部情報工学科 准教授

早稲田大学 理工学術院　基幹理工学部
情報理工学科 教授

早稲田大学 理工学術院　基幹理工学部
情報理工学科 教授

東北大学 電気通信研究所 教授

慶應義塾大学 理工学部 情報工学科 准
教授

東京大学大学院 情報学環 准教授

ニューヨーク大学 コンピューターサイ
エンス学科 研究准教授

大阪学院大学 情報学部 教授

貎独産業技術総合研究所 情報セキュリテ
ィ研究センター



3 節　技術研究

テムの高度化」「ミリ波帯高精細映像伝送技術」

[伝統舞踊の 3 次元映像アーカイブ」「情報大航

海プロジェクト（サービス共通技術の改良）」「情

報大航海プロジェクト（基盤共通技術の開発）」

[多並列・像再生型立体テレビシステム」「次世

代高効率ネットワークデバイス」「HARP方式超

高感度・高精細撮像素子の基本技術」の 8件に関

して実施した。

（3）海外との連携
欧州の公共放送研究機関であるBBC（英国），

RAI（イタリア），IRT（ドイツ）の研究所とは，

07年に締結した相互研究連携協定に基づき， 4件

の共同研究を実施した。

（4）滞在研究員，海外派遣
ABU（Asia-Pacific Broadcasting Union）加盟

機関からの若手研究者の受け入れプログラムに基

づき，08年度はイラク，インド，韓国からそれぞ

れ 1人の研究者を受け入れた。国内では，通信事

業者から交換研究員 1人を受け入れた。

海外における研究のため，08年度は米国と英国

にそれぞれ 1人を派遣した。

（5）研究委嘱
ポストドクターに 4件，国内の大学に 1件，海

外の大学に 1件，合計 6件の研究委嘱を実施した。

内容は，高臨場感音響関係 2 件，映像表現関係 1

件，材料・デバイス技術関係 3件であった。

（6）実習生の受け入れ
大学等からの要請により，卒業論文や修士論文

作成のための実習生を12校から29人受け入れ指導

を行った。

（7）連携大学院
6 つの大学と連携大学院などの協定を継続し，

非常勤講師の派遣などを行っている。

（8）特別研究員
特別研究員として 1人を委嘱し，議論・情報交

換を行った。

5 ．標準化機関への参加

放送関係を中心とした国内外の標準化活動に積

極的に参加し，技研の研究成果を示すことで技術

基準の策定に貢献した。

研究成果の発表と活用

Ⅰ．研究成果の発表

1 ．学会などへの発表

研究の成果は，学会誌などに掲載したほか，学

会主催の研究発表会や学術講演会で発表した。

08度に発表した件数の内訳は，次のとおり。

（1）刊行物による発表（計131件）
国内学会誌など 69件

海外学会誌など 23件

『技研R&D』 09件

『技研だより』 20件

『Broadcast Technology』 10件

（2）口頭発表（計362件）
国内学会・研究会など 264件

海外学会・国際会議など 098件

2 ．雑誌などへの寄稿，講師派遣

一般雑誌・図書などに技術解説などの記事とし

て寄稿し，08年度は67件が掲載された。

民間団体，大学などからの依頼により115件の

講師派遣を行った。

3 ．機関誌

当所の研究活動と研究成果を内外に周知する機

関誌などを，次のとおり発行した。

『NHK技研R＆D』では，「超高感度撮像技術」

[研究成果の番組応用」「高密度磁気記録」「バリ

アフリー放送」などを特集した。

海外向けの『Broadcast Technology』では

[視聴者の好みに合わせるテレビ放送」「世界に

広がる日本の地上デジタル放送方式ISDB-T」「技

術の力　技研公開2008」などの特集を中心に，最

新の研究内容を紹介した。

（1）国内向け
『NHK技研R＆D』 No.109～No.114

『技研だより』 No.37～No.48

『研究年報』 07年度版

技研公開展示資料 公開時頒布

技研公開予稿集 公開時頒布

（2）海外向け
『Broadcast Technology』 No.33～No.34

『ANNUAL REPORT』 07年度版

353 NHK年鑑’09



3 節　技術研究

4．放送技術研究所の公開

62回を迎えた08年の技研公開は，「技術のチカ

ラがテレビを変える」をテーマに， 5 月22日

(木）から 5月25日（日）までの 4日間にわたり

開催した。研究成果など43項目を展示（表 4）す

るとともに，海外の放送関係者を講師に招いた講

演（表 5），技研職員による研究発表（表 6），ポ

スター展示を行った。

・公開実施日程

5月20日（火）オープニングセレモニー

5月21日（水）招待

5月22日（木）～25日（日） 一般公開

・展示項目数　43項目

・来所者数 2万1,005人

研究成果については，5つのゾーン分けを行い，

わかりやすく展示を行った。

（1）「放送メディアの開拓」ゾーン
スーパーハイビジョン放送の実現のための撮

影･伝送・圧縮技術などの最新の研究成果，衛星

デジタル放送の高度化によるサービス実現のため

の研究，地上テレビ放送完全デジタル化を支え，

便利で魅力的なサービスを実現するための技術を

展示した。

（2）「高質感・空間再現メディア」ゾーン
究極の映像・音響再現が作り出す，新たな感動

を生むメディアの実現を目指した，スーパーハイ

ビジョンや立体映像に関する研究，人間科学の領

域にかかわる研究成果を展示した。

（3）「ユースフル・ユニバーサルサービス」ゾ
ーン

放送，通信，蓄積などのメディアを融合して，

視聴者ひとりひとりにやさしく，使いやすい知的

メディアを目指したサービスの仕組みについて展

示を行った。

（4）「高度コンテンツ制作環境」ゾーン
スタジオ内の番組制作や，スポーツなどの中継

を支援し，より豊かな番組を効率よく制作するた

めの技術を展示した。

（5）「放送技術の活用と展開」ゾーン
放送サービスの充実のために研究開発した最先

端の放送技術について，医療，科学，産業，教育，

福祉，防災，公共サービスなどへの応用例を紹介

した。また，基礎的な研究成果を専門家向けに詳

細に説明する「ポスター展示」を行ったほか，研

究員が案内役として各展示の説明を行う技研ガイ

ドツアーの実施や，子どもたちが放送技術を見た

り触れたりできる体験型展示の実施など，幅広い

来場者のニーズに応える取り組みを行った。

表 4 「技研公開2008」展示項目
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放送メディアの開拓

放送メディアの開拓

3300万画素 3板式カラー撮像実験

有機撮像デバイス

スーパーハイビジョン符号化システム

高度BSデジタル放送システム

Dirac映像符号化システム

スーパーハイビジョン家庭視聴イメージ

地上デジタル放送

高性能マルチパス等化技術

緊急放送による受信端末の自動起動

ワンセグ連結再送信システム

地上デジタルハイビジョン放送の高速移動受信技術

超多値OFDM変復調技術

国際連携の取り組み

スーパーハイビジョンシアター

インテグラル立体テレビ

究極の音再現を目指した次世代デバイス

高臨場感に向けた心理的評価

超高精細プラズマディスプレイの省電力化技術

21GHz帯衛星放送システム

3300万画素広ダイナミックレンジプロジェクター

AdapTV（アダプティービー）

情報検索型視聴　CurioView（キュリオビュー）

番組配信サービスのセキュリティ技術

インタラクティブ放送サービスのプラットホーム

TV4U（TV for you）

音声認識による新・字幕制作システム

インタラクティブ触覚ディスプレイ

フレキシブルディスプレイ

高度スタジオ番組制作技術

ミリ波モバイルカメラ

番組転送用ファイルシステム

電波テレビカメラ

薄型光ディスク

超高速度カメラ

多視点ハイビジョン映像生成システム

細型多関節マニュピレーター

肩載せ型カメラ防振装置

放送以外への応用が進む超高感度HARPカメラ

再撮耐性を有する電子透かし

技術成果の活用案内および実用化開発の紹介

放送博物館コーナー　技研初期のテレビ研究

デジタル放送なんでも相談コーナー

放送技術の活用と展開

高度コンテンツ制作環境

ユースフル・ユニバーサルサービス

高質感・空間再現メディア
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表 5 講演

表 6 研究発表

5 ．所外への展示協力

08年度は，国内38件（22都道府県），国外 4 件

( 4 か国）で展示協力を行った。主な展示は次の

とおり。

（1）技研ひろば
研究成果を全国の視聴者に知ってもらうため

に，「技研ひろば」を各放送局と協力して実施し，

[バーチャルパペット」「昆虫マイク」「トンネル

のお化けたち」「しゃべってあそぼ」を展示した。

来場者からは「東京にはなかなか行けないので，

このような機会があるとありがたい」「子どもた

ちが参加でき，興味が持てたのが良かった」など

の意見が寄せられた。

協力放送局：大津局（10月 4 ～ 5 日），名古屋局

( 10月18～19日），宮崎局（10月25～26日），徳

島局（11月 7 ～ 9 日），大分局（11月 8 ～ 9 日），

甲府局（11月15～16日），富山局（11月22～24日），

高知局（11月29日～30日），帯広局（ 1 月31～ 2

月 1 日）

（2）IBC2008
アムステルダムで開催された欧州最大の放送機

器展IBC2008（ 9 月12～16日）で，BBC（英国放

送協会），RAI（イタリア放送協会），EBU（欧州

放送連合）とともにB T F （B r o a d c a s t

Technology Futures Group）を結成し，世界初

となるスーパーハイビジョンのIP伝送と衛星伝送

の 2つの国際伝送実験を実施した。IP伝送実験は，

BBCとともに，SIEMENS（通信システム開発），

SIS（番組制作），C&W（通信回線提供）とも協

力して，ロンドンからアムステルダムへの国際伝

送を行った。衛星伝送は，R A I とともに，

Eutelsatと協力して，事前収録したコンテンツを

トリノからアムステルダムまで伝送した。

伝送実験の受信会場となったアムステルダムの

スーパーハイビジョンシアターには，英・貿易投

資担当大臣など各国のVIPを含む5,180人の方々が

訪れた。展示を通じてスーパーハイビジョンが多

くの事業者の国際連携のもとで研究・開発が進め

られていることを示すことができ，実験の模様は

BBCワールドTVなどを通して世界に発信され

た。

（3）BCA2008
シンガポールで行われた「放送機器展BCA

2008」（ 6 月17～20日）で，国外ではアジア初と

なるスーパーハイビジョン展示と地上デジタル放

送関連技術の展示を行った。アジア諸国の情報通

信関係の大臣・副大臣も視察に訪れ， 4 日間で

4,490人の方々にスーパーハイビジョンをご覧い

ただいた。あわせて展示した地上デジタル放送関

連技術には，これからデジタル放送方式を検討す

るアジア各国の関係者が数多く訪れたほか，ワン

セグや，緊急警報放送による端末の自動起動は，

すでに方式を決定している国の関係者からも注目

を集めた。

（4）熊本放送局開局80年記念イベント
熊本市国際交流会館において，NHK熊本放送

局開局80年を記念したイベント「大公開！スーパ

ーハイビジョン～来て見て遊ぼう未来のテレビ

～」（10月11～13日）が開催され，「スーパーハイ

ビジョン」をはじめ，「新スーパーHARPカメ

ラ」「昆虫マイク」「フレキシブルディスプレイ」

[しゃべってあそぼ」「20年後の耳体験」を展示

した。約6,000人が来場した。

そのほかの所外展示を表 7に挙げる。
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米国における地上デジタル放送の技
術的イノベーションへの挑戦

NAB副会長
Lynn Claudy

イタリアの公共放送RAIにおける放
送技術研究

RAI研究所
Alberto Morello

NHK技研ビジョン ～「感じる」と
「つながる」でめざす新しい放送

NHK放送技術研
究所長
谷岡　健吉

高度BSデジタル放送（特別発表） （システム）
田中祥次

薄型光ディスク （材料・デバイス）
小出大一

スピン偏極電流を利用した超高精
細光変調素子

（材料・デバイス）
青島賢一

宅内機器の連携が可能な新しいデ
ジタル放送プラットフォーム

（システム）
馬場秋継

高性能有機TFTアレイの作製とフ
レキシブルディスプレイへの応用

（材料・デバイス）
藤崎好英

スーパーハイビジョン符号化シス
テム

（人間・情報）
井口和久

有機撮像デバイス （材料・デバイス）
相原聡

“良い音・感動する音”と感じる条
件の分析

（人間・情報）
大出訓史
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表 7 所外展示

6 ．報道発表

放送技術研究所の研究成果を中心に，12件の報

道発表を行った。（表 8）

7 ．視察・見学・取材への対応

研究者や行政関係者などが放送技術研究所の活

動状況，研究成果などを視察・見学に訪れたほか，

部外からの取材に応じた。

視察・見学 102件（うち，海外41件）

1,251人（うち，海外386人）

取材 045件

表 8 技研からの報道発表

8 ．ホームページ

技研の概要，『研究年報』，技研公開などのイベ

ント情報，報道発表資料，機関紙や特許権利など

を内外に向けて紹介した。画面デザインを見やす

くリニューアルするとともに，各グループの研究

内容の紹介を研究の進齏に合わせて更新した。さ

らに，視聴者からアンケートページに寄せられる

技研や放送技術に関する質問に回答するなどホー

ムページの利便性を積極的に活用した。
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超高感度ハイビジョンカメラの医療応用によ
り文部科学大臣表彰を受賞

インタラクティブ触覚ディスプレイを開発

地上デジタル放送用ガードインターバル越え
マルチパス等化装置を開発

近赤外線を利用した新しい映像合成技術「IR
マット」を開発

スーパーハイビジョン3300万画素広ダイナミ
ックレンジ・プロジェクターを開発

世界初！　スーパーハイビジョン国際伝送実験
～BBC（英），RAI（伊）やEBUと共同で
IBC2008に公開～

「安心・安全」に役立つNHKの最新技術をア
ジアで展示
～テレコム・アジア2008～

地デジ　中継局を低コストで実現！！
～大幅に処理時間を短縮した“マルチパス等
化装置”を開発～

NHK，英BBCなどとスーパーハイビジョンで
IBC特別賞！！
～欧州 3 国にまたがり世界初の国際伝送実験
に成功～

非圧縮ハイビジョン信号を 6 チャンネルまと
めて安定に中継！
～高速誤り訂正符号化方式を導入した120GHz
帯無線伝送に成功～

東京フィルハーモニー交響楽団第43回オペラシテ
ィ定期演奏会別会場で，“あたかも”バーチャル
体験
～演奏会場の音場を忠実に再現する技術を開発～

低遅延ハイビジョン ワイヤレスカメラを開発
～ホールからの音楽中継やスポーツ中継に威
力を発揮！～

04.11

05.21

09.01

09.08

09.12

11.25

12.25

01.30

05.13

イベント名 日程 展示項目

国内

2008ひろしまフラ
ワーフェスティバ
ル

5／3～
5／5

・バーチャルパペット
・昆虫マイク
・リアキャンセルマイ
ク

渋谷ＤＥどーも’08
（放送センター）

5／3～
5／6

・多視点ハイビジョン
カメラ
・トンネルのお化けた
ち
・バーチャルパペット
・しゃべってあそぼ
・ラボちゃんとかくれ
んぼ

霞ヶ関子ども見学
デー

8／20
～
8／21

・しゃべってあそぼ

防災パーク2008
（放送センター）

8／30
～
8／31

・新スーパーHARPカ
メラ
・緊急地震速報

CEATEC2008
9／30
～
10／4

・超高速度高感度カメ
ラ
・緊急地震速報

海外

テレコムアジア
2008

9／2～
9／5

・地上デジタル放送方
式
・ワンセグの再送信技
術
・緊急警報放送による
ワンセグ端末の自動
起動

IBC2008
9／12
～
9／16

・スーパーハイビジョ
ン
・ロボットカメラ
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Ⅱ．研究成果の活用

1 ．番組制作への協力

技研の研究開発成果が，数々の番組で発揮され

た。08年度に実施した番組協力は82件であった。

主なものを挙げると，08年12月の『NHK紅白

歌合戦』において，ハイビジョンワイヤレスカメ

ラ“モバイルカメラ”やハイビジョンHARPカメ

ラが斬新なシーンの撮影や環境PRの演出に一役

買った。今回 3回目となるスーパーハイビジョン

パブリックビューイングでは，撮影感度を10倍以

上改善したカメラや，リアキャンセルマイクロホ

ンなどの新しい機材を使用し，『紅白』会場の雰

囲気をより忠実に再現した。

さらに，北京オリンピック番組にロボットカメ

ラが使用され，スタジオのカメラワークに合わせ

たCG合成などに威力を発揮し，選手のプロフィ

ールや競技結果などをわかりやすく伝えることに

貢献した。

2 ．成果の還元

誰でも簡単に映像コンテンツの制作ができるワ

ープロ型のCG映像コンテンツ制作ツール“TV

Creator”（ティーヴィークリエイター）を開発し，

フリーウェアとして技研のホームページに公開し

た。

近年，動画共有サイトやビデオカメラの普及な

どにより，一般の人が映像コンテンツを制作し，

公開する機会が増えてきている。しかし，映像制

作は一般の人にとって依然として難しく時間のか

かる作業であり，ブログでwebページを作るよう

な気軽さで映像コンテンツを制作できるというも

のではなかった。

技研が開発したTVCreatorでは，予め用意され

ている演出のテンプレートを選択し，タイトルや

セリフ，出演者の演技やカメラの動きなど台本を

打ち込み，静止画や動画などの素材を貼り付ける

だけの操作で，誰でもテレビ番組風のCG映像コ

ンテンツを作ることができる。

これらの技術は『シャキーン！』『ヒミツのち

からんど』（教育テレビ）『とくせん』（総合テレ

ビ）『ティーチャーズネット』（NHKオンライン）

など，さまざまなところで利用されている。

3 ．産業財産権などの現況

（1）産業財産権
08年度の発明考案は，国内で特許316件，外国

では，アメリカ，ヨーロッパ，ブラジルに特許43

件を出願した。また，08年度は，特許権262件，

意匠権 2件，外国特許権13件を新規に取得した。

これにより，08年度末の権利保有件数は，特許

権1,017件，実用新案権 1 件，意匠権 9 件，外国

特許権308件の計1,335件となった。

（2）技術移転
NHKの研究成果を開示し，放送技術の進歩・

発展に貢献するとともに，副次収入の増加に努め

た。

技術移転の周知あっせん，契約業務，実施料収

納業務はNHKエンジニアリングサービスに委託

し，幅広い分野からの要望に応えている。

①技術協力
08年度に実施した技術協力は56件である。

主なものは，放送衛星技術，地上デジタル放送

関連技術，HARP関連技術などである。

②実施許諾
08年度に実施した特許・技術ノウハウなどの国

内外の企業への実施許諾は289件である。

主なものはデジタル放送受信機，FM文字多重

放送受信機，オートフォーカス機能付テレビレン

ズ，話速変換機能内蔵テレビおよびラジオである。

③外部への周知
放送技術研究所の機関誌『NHK技研R&D』や

N H K エンジニアリングサービスの機関誌

{VIEW』に，保有特許リスト等を掲載した。

また，技研公開やインターネットを通じて，保

有特許や技術ノウハウについて紹介した。

4 ．その他

（1）学位所有者
09年 3 月末における放送技術研究所の学位所有

者は87人である。

（2）弁理士資格保有者
09年 3 月末における放送技術研究所の弁理士資

格所有者は 2人である。

（3）表彰
放送技術研究所職員の研究成果や活動に対する

外部からの表彰は，表 9に示すとおりである。
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谷岡健吉 ほか

小野一穂 ほか

土田健一

実写入力電子ホログラフィ開発
グループ　洗井淳　ほか

柳澤斉　ほか

合志清一　ほか

河合吉彦　ほか

栗田泰市郎

難波正和　ほか

青島賢一　ほか

冨山仁博

相原聡

小川一人　ほか

丸山裕孝　ほか

合志清一　ほか

高橋正樹

澤井里枝　ほか

河合吉彦

高橋正樹

中島奈緒

地上デジタル放送における放送波中継
技術の開発グループ 渋谷一彦　ほか

村山研一　ほか

安藤彰男

鈴木充典 ほか

村山研一

日下部裕一

小型超高速度高感度CCDカラ
ーカメラ研究開発グループ　丸
山裕孝　ほか

鈴木慎一

佐藤庄衛

文部科学省

譖日本音響学会

譛日本ITU協会

譖応用物理学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譖電子情報通信学会

譖日本映画TV技術協会

画像電子学会

デジタルコンテンツシ
ンポジウム

譖情報処理学会

譖情報処理学会

譖情報処理学会

譖情報処理学会

IBC2008

譛逓信協会

譖発明協会

ABU

IDW'08

譖映像情報メディア学会

譖映像情報メディア学会

譛高柳記念電子科学
技術振興財団

譖電子情報通信学会

譖日本音響学会

文部科学大臣表彰 科学技
術賞（研究部門）

第16回技術開発賞

第38回日本ITU協会賞　
国際活動奨励賞

HODIC鈴木・岡田賞

技術振興賞

船井賞　技術革新賞

船井賞　技術賞

丹羽高柳賞　業績賞

丹羽高柳賞　論文賞

藤尾フロンティア賞

鈴木記念奨励賞

鈴木記念奨励賞

論文賞

技術開発奨励賞

画像電子学会電子技術賞

デジタルコンテンツシン
ポジウム船井賞

放送コンピューティング
研究グループ 第19回研究
会優秀発表論文賞

FITヤングリサーチャー賞

FITヤングリサーチャー賞

FITヤングリサーチャー賞

IBC Special Award

前島賞

地方発明表彰　東京支部長賞

ABU Technical Review
Prize for 2008 Best
Article Award

Best Paper Award

優秀研究発表賞

優秀研究発表賞

高柳記念奨励賞

学術奨励賞

第21回ポスター賞

微小血管造影法の研究

音楽録音用超広帯域マイクロホンの開発

地上デジタル放送方式に関する
国際標準化活動への貢献

インテグラル・フォトグラフィ
ーホログラム変換による実写入
力電子ホログラフィの検討

移動ロボットカメラの開発と高
精細映像合成システム

再撮耐性を有する電子透かし技術の開発

電子番組表を利用した番組紹介
映像の自動生成手法

薄型ディスプレイの動画表示画質改善への貢献

1 インチ256×192画素
アクティブ駆動型HEED冷陰極HARP撮像板

スピン注入型高精細光変調素子の開発

GPUを用いた射影変換による多
視点ハイビジョン映像生成

RGB積層有機光センサの試作と色分解特性

鍵漏洩耐性を有する不正利用者追跡暗号
方式の開発とそのどこでもテレビへの応用

超高速度高感度CCD小型カラーカメラの開発

再撮耐性を有する電子透かし装置の開発

ゴルフ中継番組におけるボール
軌道の可視化

ニュースダイジェスト作成シス
テムにおける重要度算出手法の
評価

電子番組表に基づいた番組紹介
映像の自動生成手法の評価

パーティクルフィルタを用いたティー
ショットシーンでのゴルフボール追跡

AVC/H.264によるスーパーハイ
ビジョンコーデックの開発

スーパーハイビジョン国際伝送実験

地上デジタル放送における放送
波中継技術の開発

地上デジタル放送単一周波数網構築技術

Advanced Mu l t i -Channe l
Sound System for Future
Broadcasting

プラスチック基板上のOTFT駆
動5.8インチリン光性カラーAM-
OLED ディスプレイ

パケット選択型TS切替器の開発

広ダイナミックレンジ・プロジ
ェクター：MTF特性と，画像の
色成分の解像度と画質

超高速度カメラ

軟判定復調方式ミリ波モバイル
カメラのスタジオ内伝送実験

放送音声の単語ラティスと字幕
テキストを利用した音響モデル
の学習

04.15

05.13

05.16

05.23

05.26

05.26

05.26

05.26

05.26

05.26

05.26

05.26

05.27

06.11

06.21

06.30

07.09

09.03

09.03

09.03

09.14

10.31

11.05

11.20

12.05

12.09

12.09

01.20

03.18

03.18

表9 放送技術研究所職員に対する外部表彰（2008年度）
受　　賞　　者 授　　賞　　者 賞　の　名　称 受　　賞　　事　　由 月日


